
●トレーサビリティシステム構築に向けた取組状況 
   平成 1８年２月更新 ＪＡ全農にいがた 

 
１７年度の取り組み 

 
１８年度の取り組み 

品 目 めざす方向 
 

記 帳 
 

情報開示方法 
 

システム開発・導入等 
 

取り組み方向 
 

システム開発・導入等

米 

全ＪＡで実施 全農の専用ＨＰで開示 
 
 
 
 
 
 

(1) 専用ＨＰは１５年度から

開設。 
(2) ＪＡ栽培履歴ＤＢを１６

～１７年度にかけて１６

ＪＡで導入。 

１７年度の取り組みを継続する。 
また、産地情報の開示を強化する。 
 

(1) ＪＡ集出荷データ

ベースの導入検討。

(2) 産地情報開示にか

かるシステム開発を

予定。 

大 豆 

交付金大豆取扱の全２７

ＪＡで実施 
全農ＨＰで開示（１７年産は１８年３月開示） 
 
 
 
 
 

(1)専用ＨＰは１５年度から

開設。 
 
 

１７年度の取り組みを継続する。 
 

なし 

青果物 

(1) 全生産者が全品目

（全品種）について

記帳実施 
(2) ＪＡにおける情報

開示体制の整備 
(3) ＨＰでの情報開示 
【開示する情報】 
①栽培指針 
②生産履歴（数名分） 
③産地ＰＲ情報など 

(4) 消費者および卸が

ＨＰにたどりつく

ための情報付加 
全ＪＡ、のべ５４１品目

で実施 
以下の２パターンで開示 
(1) 全農の専用ＨＰ（１３ＪＡ、３９品目） 
 
 
 
 
 
(2) 求められたら個々の記録台帳を提示 
 

(1) 専用ＨＰは１５年度から

開設。１７年度に「ＳＥ

ＩＣＡ」を活用したシス

テムにリニューアル。 
 

１７年度の取り組みを継続し、記帳

品目数、情報開示ＪＡ数の拡大をは

かる。 

なし 

牛 

法制化に対応 
→個体管理 

全頭実施 全農の専用ＨＰで開示 
 
 
 
 
※肉牛のＨＰは国と全農の２つがある。国のＨＰ

は全国の全頭分の情報を開示しているが、子牛

証明書、ＢＳＥ検査証明書、給飼情報は開示し

ていない。 

(1) 専用ＨＰは１５年度から

開設。 
１７年度の取り組みを継続する。 なし 

畜 

産 
物 

豚 

(1) 生産者ごとの情報

管理 
(2) 必要に応じた情報

開示 

クリーンポーク事業実施

農家で試験実施 
(1) クリーンポーク事業実施農家を対象に８月

から実施。６ＪＡ、３２生産者が参加。 
(2) ＨＰによる情報開示は実施せず、外部からの

照会に対してデータベースから検索・情報開

示。 

(1) データベースシステムを

１６年度に開発。 
１７年度の取り組みを継続する。 なし 

【開示情報】 
①子牛証明書②生産履歴証明書 
③ＢＳＥ検査証明書 

【開示情報】 
①栽培指針②生産履歴（数人） 
③残留農薬検査結果（１検体） 
④産地・生産者紹介 

【開示情報】コシヒカリ・こしいぶき 
①栽培指針②生産履歴（２生産者） 
③新潟米全般に関する情報 
④カドミウム調査結果 

【開示情報】 
①栽培指針②生産履歴（２生産者） 
③残留農薬検査結果（１ＪＡ１検体を基本）

「ＳＥＩＣＡ」とは：正式名称は「青果ネットカタログ ＳＥＩＣＡ」という。 
(財)食品流通構造改善促進機構が所有し、(独)食品総合研究所および農水省の協力により

運営している公的データベース。ＪＡグループ茨城、山形などが実用化している。 

開示情報とはしていないが、

残留農薬検査１００検体、コ

シヒカリＤＮＡ鑑定１００検

体で実施。（全県） 

遺伝子組み替え検査を１ＪＡ１検体

で実施し、「検出なし」を一括表示。

残留農薬検査はＪＡの自主的

取り組みとして実施。 



                                                              


